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スコアリング機能とは？



スコアリング機能

SMPに蓄積されているリードの履歴情報と属性情報に対して、ルールに基づくスコ
ア計算を行うことで、リードに対する数値評価、管理者に対してのメール通知など

が可能になる機能。



スコアリング機能の概要

• Webサイト内の行動記録（閲覧や資料ダウンロードなど）に展示会・イベント来場といったオフラインの
行動記録をスコアとして可視化

• 役職クラスや業種などの属性情報を合わせて、優先順位が高い見込み客を担当営業に自動通知



1 豊富で詳細なルール設定

2

タイムリーなメール通知機能3

柔軟な評価タイミング

スコアリング機能の特徴



1 スコア基準は常に検証を行う（マーケティングと営業の
すり合わせ）

2

スコアリング＝関心度アップだけでなく、”顧客から嫌われない
“基準値と捉える

3

ハイスコア＝有望リードではない、ということを念頭
に置く

スコアリング機能のポイント



スコアリング機能活用の流れ

a
スコアリング機能

スコアリングルールを
作成する

担当営業に自動アラートを
実施する

集計結果を確認する
実績からスコアリング
ルールを導き出す
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スコアリング機能の設定方法



スコアリング機能設定の流れ

１ 事前準備

２ スコアルールの
設定・実行

３ スコア通知ルー
ルの設定

● 通知設定の確認
● 通知設定の編集
● 通知設定の有効化/無効化

● 権限の確認
● スコア値を格納する
リード項目の作成

● 用語説明
● ルールの登録
● ルール一覧での確認

スコア集計の実行4
● 逐次集計
● 手動集計
● 深夜集計
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スコアリング機能の事前準備

1 権限の確認

2 スコア値を格納するリード項目の作成
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用語説明

⮚ルール
複数のブロックから構成される。スコアルールには名称、スコア値とスコア増分値の保存先を指定できる。
スコアルールは最大30個まで登録可能。

⮚スコア増分値
リードに新たにスコア値が付与されたり、スコア値に変動があったりした場合に、１つ前のスコアからどれだけ変動したかを示す
値。

⮚ルールブロック
「スコア値を集計するための条件設定（条件設定ブロック）」と「条件を満たした際に付与するポイント設定（ブロックスコアブ
ロック）」の2つの要素で構成される。
１つのルールに対してリード条件のブロックを2つ作成するなど、同じ条件のブロックを複数作成することも可能。

⮚条件
各リードデータの各項目（ID、名称、更新日時、URLなど）に対する規則。条件の集合が１つのブロックを形成する。
条件間は、AND OR どちらかを指定することができる。



ルールの登録
スコアリングで利用できるブロックと利用シーン例は以下になります。



ルールの登録
設定例１：今日WEBアクセスをしたリードの情報をスコアリング通知機能を利用して指定のアドレスに通知しましょう。

※ただし、社員やテストリードのWEBアクセスは除きましょう。

－500

＋20



ルール一覧での確認

シナリオの目的

検索条件

図：スコアルール一覧画面

項目 内容

スコア付与リード数 そのルールによってスコアが付与されたリードの総数です。
該当リードの一覧へのリンクになっている。

詳細 詳細画面に遷移して、ルールの確認をすることができる。遷
移後は画面上部の「編集」ボタンで編集画面に遷移可能。

編集 編集画面に遷移して、ルールの編集を行うことが可能。
遷移後は画面下の「登録」ボタンで保存できる。

削除 削除画面に遷移し、画面下部の「削除」ボタンでルールを削
除することができる。

コピー コピー画面に遷移し、ルールをコピーすることができる。ル
ールをコピーすると、コピー元と同じ内容があらかじめ設定
されたルール登録画面に遷移する。

有効化 「ON（OFF）」リンクをクリックすることで該当行のルー
ルの有効化（無効化）ができる。

スコアルール一覧画面でできること
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スコア通知ルールの設定
マーケティング部門が実施したアクションに基づいて、営業部門への通知が自動的に行われるので、
マーケティングと営業のシームレスな連携が実現します。



スコアリング機能設定の流れ

１ 事前準備

２ スコアルールの
設定・実行
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ルの設定
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● 権限の確認
● スコア値を格納する
リード項目の作成
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● ルールの登録・編集
● ルールの有効化/無
効化
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完了

完了



スコア集計の実行
スコアリングは以下の３つのタイミングによって集計されます。
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スコアリング機能の活用方法



スコアリング機能活用イメージ



SM

P

運用イメージ：ホットリード抽出から通知までを自動化し、営業の生産性を向上させる

フォロー

電話

商談化

スコアルールの設定 営業通知通知設定 実行 フォロー 商談化

問い合わせ/資
料請求

自動通知

SMP

スコアリン
グルール

通知設定

個人

販促セミナー参
加者

-100

＋30
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フォロー

電話

商談化

スコアルールの設定 営業通知通知設定 実行 フォロー 商談化

問い合わせ/資
料請求

自動通知

SMP

スコアリン
グルール

通知設定

個人

販促セミナー参
加者

-100

＋30

＋10



営業通知実行通知設定

①スコアルールの設定
をする

②通知設定を行う ③設定したスコアルー
ルを実行する

④条件に達したリード
を営業通知する

スコアルールの設定

ホットリード条件と
除外条件を設定する

スコアルールを稼働する加算対象のリードが
発生した時点で営業に
通知がいく設定をする

活用イメージ：ホットリード抽出から通知までを自動化し、営業の生産性を向上させる

営業がホットリードを
確認する

＋30

＋10



スコアリング機能活用の流れ

a
スコアリング機能

スコアリングルールを
作成する

担当営業に自動アラートを
実施する

集計結果を確認する
実績からスコアリング
ルールを導き出す

再掲載
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